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研究成果の概要（和文）：　河南省文物考古研究所所蔵の霊井遺跡の細石刃石器群を整理した。その結果、出土総数2,
338点、燧石を主要素材とし、掻器84点を中心とする石器群であることが判明した。また、その細石刃技術が日本の矢
出川技法と類似する角錐状細石核によるものであることを明らかにした。そして、この種の細石刃石器群を角錐状細石
核石器群と呼ぶことを提唱した。
　華北、中国東北部各地で調査を実施し、中国では、約2.5万年前から細石刃石器群がみられ、角錐状細石核石器群は
、中国細石刃石器群の出現期から終末期まで存在することを把握、華北地域の角錐状細石核による細石刃技術に触発さ
れて西南日本の矢出川技法が発生したという仮説を提示した。

研究成果の概要（英文）：We carried out a series of archaeological researches on microblade industry uneart
hed from Lingjing site, Henan at Henan Provincial Institute of Archaeology and Cultural relics. As a resul
t, 2,338 stone artifacts were identified, and it becomes clear that the main microblade technique of Lingj
ing is that with the pyramidal microcore. This technique is very similar to Yadegawa technique in Southwes
t Japan. We call the microblade industry that maintained this kind of microblade technique as pyramidal mi
crocore industry (PMI).
  At the same times, we also carried out archaeological observations at several institutes and universitie
s in North and Northeast China, understood that microblade industries had been identified since ca.25ka in
 China, and PMI had existed from the appearance stage of Chinese microblade industry to its final stage, a
nd we show a new hypothesis in which the diffusion of PMI of North China triggered the emergence of Yadega
wa technique of Southwest Japan. 

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

東アジアの細石刃石器群は、旧石器時代末

期から新石器時代初頭に、シベリア、中国東

北部、中国北部、朝鮮半島、日本列島などの

広範囲な地域にみられ、当該期に大規模な人

類集団の移動・拡散が行なわれたことを暗示

する動向を示すことから、旧石器時代から新

石器時代への移行を考える上で、不可欠なも

のと世界の旧石器研究者から注目を集め、研

究が進められている。 

その結果、東アジアの細石刃石器群は、東

シベリアから北海道、朝鮮半島に広がる楔形

細石核による細石刃技術をもつ「北方系細石

刃石器群」石器群と、中国北部地域から西南

日本に広がる角錐状細石核、舟形細石核を用

いる細石刃技術による仮称「南方系細石刃石

器群」に 2 大別できることが判明してきた。

このうち、北方系細石刃石器群の研究が先行

しており、資料集成とそれをもとにした総合

的な研究成果が出されてきている。これらに

より、約 2万年前には、現在のシベリアから

ロシア極東地方にかけての地域を起源とし

て、北方系細石刃石器群が北海道、朝鮮半島

等に拡散していたことが判明してきている。 

一方、南方系細石刃石器群については、日

本列島の状況を除き、その詳細はいまだ不明

である。研究が進行しない主な原因は、南方

系細石刃石器群の主要な分布域であるとと

もに、北方系細石刃石器群の分布域の南端に

あたる中国北部地域の細石刃石器群の状況

が資料不足もあって十分に解明できていな

かったことにあった。本研究代表者である加

藤も『中国北部の旧石器文化』(2000)、「中

国の細石器文化研究－その過去、現在そして

未来－」(2003)など、中国北部 

地方における 細石刃石器群について、過去

数回、集成を図るとともに、編年研究等をお

こなってきたが、資料不足により、仮説提示

のレベルにとどまっていた。 

近年、華北地域、中国東北部においては急

速に調査成果の蓄積が進み、その細石刃石器

群にかかわる諸問題を詳細に検討すること

ができる状況になりつつある。しかし、従前

の資料についてすら、極めて深化している今

日の研究水準での分析はもちろん、出土資料

の分類、実測、写真撮影といった研究の基礎

となるデータ化もほとんどなされていない。

このように停滞している中国細石刃石器群

研究の現状を突破し、今後の研究にそなえる

ためには、まず、文献資料ではなく、一次資

料の観察にもとづく各石器群に関する詳細

なデータを集積する必要があると考えた。こ

のため、加藤は、本研究の連携研究者ととも

に、平成 17年から平成 21 年にかけて、毎年

数回、吉林、遼寧、北京、河北、河南、山東、

山西の各省に渡航、中国側研究者の協力のも

と、予備的な調査を実施し、その成果につい

て報告してきた。 

そうしたなか、河南省文物考古研究所が発

掘している霊井遺跡の細石刃石器群につい

て、調査研究担当の李占揚研究員より、加藤

に共同整理・研究の提案がなされた。加藤な

らび連携研究者の観察によれば、霊井の細石

刃石器群は、九州地方の細石刃石器群に近似

する典型的な南方系細石刃石器群であり、東

アジアの南方系細石刃石器群を研究する上

で極めて重要な位置を占めると判断された。

このため、李研究員の提案を受け入れるとと

もに、比較研究の必要から、従来おこなって

きた華北地域、中国東北部の細石刃石器群に

関する詳細な基礎データ集成を本格的に集

中して実施することを着想した。 

 
２．研究の目的 

本研究は、（１）霊井細石刃石器群の整理

研究、（２）中国細石刃石器群に関する総合

的な分析研究、（３）関連する細石刃石器群

の詳細基礎データの集成に分けて実施する。 

 

（１）霊井細石刃石器群の整理研究 

霊井細石刃石器群の旧石器考古学的な整



理を実施し、約 3000 点の全資料について、

詳細な観察と計測等をおこない、石器群の石

器組成、細石刃技術を含む石器製作技術の特

徴、使用石材等を解明するとともに、主要な

資料全点の実測図を作成することを目指す。 

 

（２）中国細石刃石器群に関する総合的な分

析研究 

中国細石刃石器群の技術伝統、技術変遷や

分布などの様相を 1000 年単位で動態的に解

明し、霊井細石刃石器群をその中に位置づけ

ることを目指す。 

 

（３）関連する細石刃石器群の詳細基礎デー

タの集成 

華北地域、中国東北部の細石刃石器群を対

象とし、文献や年代測定値を収集するととも

に、資料の収蔵機関において資料の観察分類、

実測、写真撮影を進め、各石器群の石器組成、

技術的特徴、使用石材等を把握する。 

 
３．研究の方法 

平成22年度－24年度にかけ、１年度に２回、

研究代表者、連携研究者４名程度を河南省文

物考古研究院（鄭州）に北京経由で派遣し、

霊井細石刃石器群を整理、観察、計測、実測

を行った。また、鄭州との往復路に、中国社

会科学院考古研究所（北京）、吉林大学（長春）、

河北省文物研究所（石家荘）、山東省文物考古

研究所（済南）、山西省考古研究所・山西博物

院（太原）、南京博物院（南京）、寧夏博物館

（銀川）、蘭州大学（蘭州）、香港中文大学（香

港）等の機関で、各機関が所蔵する細石刃関

連資料を観察、分類、計測、実測、写真撮影

等をおこなってデータ化すると同時に、遺跡

の地質学的な所見や遺物の出土状況を調査者

に聞き取りをおこなった。 

平成25年度には、それらデータを統計的に

解析するとともに、技術論的分析で細石刃技

術などの石器製作技術の復原をおこなった。   

また、各年度に提供をうけた試料は、（株）

加速器研究所、東京大学でＡＭＳによる年代

測定を実施した。 

 
４．研究成果 

（１）霊井細石刃石器群の整理研究 

剥片(石刃・縦長剥片21点を含む) 1025
石核 34

礫片(原石を含む) 156
小礫 527
細石核 63

細石核打面調整・再生剥片 20
細石核原型 48

細石刃(稜付細石刃9点を含む) 131
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缺入石器 5
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尖頭石器 3
鋸歯縁石器 1

楔形石器(両極打法関連資料を含む) 27
石錐 5

二次加工のある剥片 120
礫器 7
ピック 3

スクレイパー・二次加工のある剥片 4

磨製石斧刃部片 1
剥片 17

2338 2338

1742

トゥール類 280

小型両面加工尖頭器

表1 霊井出土石器内訳

合計(点)

1

大型石器 54
石核・石球・石錘 22

石器製作
関連資料

細石刃関連
資料 262

 

調査の結果、2010 年度までに霊井遺跡で発

見された細石器に関わると考えられる石器

は 2,338 点であり、それらの内訳は表 1のと

おりであったことが明らかにされた。このう

ち、大型石器関連資料とは、専ら礫器の素材

となり、細石器等にはほとんど用いられてい

ない石英岩、砂岩などの石材の石器である。

この大型石器関連資料 54 点、小礫 527 点、

彫器スポール 5 点を除く、1,752 点中 1,614

点（92.1％）が燧石を素材としていた。 

なお、今回実施した石器群に共伴した 19 点

の炭化物・木炭に対する AMS 測定値は、3 点

を除き、 11,300 ± 50 － 11,940 ± 5014CBP

（13,137－13,854calBP）に集中した。 

さらに、63 点確認された細石核は、船底形

のもの 3点、楔形のもの 1点を除く、59点が

角錐状に分類できるものであった。この 59

点中、調整打面をもつ細石核は33点であり、

かなりの頻度で打面調整がおこなわれてい



たことが判明する。細石刃剥離は、稜形成を

した部位から開始されるもののほかに、ブラ

ンクの狭長な側面から始まるものも観察さ

れる。そして、打面縁にそって、細石刃剥離

が進み、条件がよければ、打面全周で細石刃

が剥離され、円錐状、円柱状のものが残され

る。また、2面以上の打面をもつものが 11 点

あり、細石刃剥離が進むと打面転位がおこな

われたことを示す。さらに、打面再生剥片 18

点が確認され、作業面を割断した細石核も存

在するので、打面再生もなされたことが判明

する。細石刃 131 点中、完形品は 23 点。そ

の平均長は 1.97cm。角錐状細石核の平均高

2.10cm によく対応し、細石刃が角錐状細石核

から剥離されたことを示している。   

 

（２）中国細石刃石器群に関する総合的な分

析研究 

 霊井遺跡が所在する、河南省の黄淮平原と

その近隣地区では、霊井のほか、細石刃出現

期の登封西施（25calka）、細石刃終末期の

舞陽大崗（S0層相当層出土）、新密李家溝

(S0：10,500－8600calBP)の細石刃石器群が

存在する。 

出現期の西施石器群は、角錐状細石核によ

る細石刃技術をもつ。終末期の霊井とあわせ

ると、こうした細石刃技術やそれを保持する

石器群が当該地域では、細石刃期全期を通じ

て展開することが予想される。 

終末期では、小型船底形細石核を多用する

大崗、李家溝石器群が霊井石器群と並存する。

これら石器群間では、一見、細石刃技術に差

異がある。しかし、量や比率に違いはあるも

のの、各種細石核、小型両面調整尖頭器、刃

縁の一端が尖った拇指蓋状掻器などを共有

する。このため、これら石器群は、本来、同

一技術伝統の石器群であり、石材環境の差な

どで、おもに運用される細石刃技術が異なっ

たと考えられた。 

霊井のような角錐状細石核によるものを

主要な細石刃技術とする石器群（角錐状細石

核石器群）は、黄淮平原以外の華北地域にお

いても、出現期（ca.25―17ka，陝西宜川龍

王辿、寧夏彭陽PY03、河北玉田孟家泉など）

から、終末期（ca.13－9ka，山西楡社趙王村、

北京怀柔轉年など）までみられる。同時に、

黄淮平原同様、近隣に小型船底形細石核をも

つ石器群が存在する。このことから、角錐状、

船底形といった非削片系の類型を中心とす

る細石核をもち、石材環境に合わせて、多用

する細石核類型を違えるものが、華北地域を

特徴づける細石刃技術伝統であり、その下で

形成される角錐状細石核石器群は、小型船底

形細石核を多用する石器群とともに、華北地

域を代表する細石刃石器群であったと考え

られる。 

霊井で復元された細石刃技術は、西南日本

の野岳・休場型細石核を利用する矢出川技法

と類似する。また、華北地域におけるその初

現は、矢出川技法の出現よりもはるかに古い。

さらに、確実な角錐状細石刃石器群は朝鮮半

島では知られていない。 

西南日本における矢出川技法の出現は

ca.20kaとされるが、その時期は、LGMの海水

面の最低下期に当たる。渤海湾、黄海、東シ

ナ海は大きく陸化し、大陸－西南日本間の地

理的障壁は極めて小さくなっていた。このこ

とから、華北と西南日本の人間集団の接触が

おこなわれ、それを通じて伝播した華北地域

の角錐状細石核による細石刃技術に触発さ

れて西南日本の矢出川技法が発生したとい

う仮説を提示した。 

 

（３）関連する細石刃石器群の詳細基礎デー

タの集成 

これまでに、中国東北部で 32 地点、華北

地域で 98 地点の細石刃遺跡が報告されてい

たことを確認し、それらを地図に落とすとと

もに、基本的なデータを一覧表とした。また、

中国細石刃文化に関する文献を広く渉猟し、



410 文献を集成、リスト化した。 

以上の調査研究の成果については、2014 年

3 月に公刊した『中国細石刃文化の基礎的研

究―河南省霊井遺跡石器群の分析を中心と

して―』，168 頁，平成 22～25 年度科学研究

費補助金 基盤研究（B・海外）研究成果報

告書を参照されたい。 
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